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　元杉博士が執筆される土地改良・ 切り
語りの大ファンです。毎号、真っ先に読
んでいます。多角的な視点で、しっかり
したエビデンスのもと、多面的な分析を
して、理路整然とした論文を構成されて
いる。大変感心させられます。第39回
の「公共用物としての土地改良施設」は、
第二次臨調の公費による私有財産形成批
判から書き出されていますが、当時、こ
の批判に鋭い分析力を武器に戦った元杉
博士に敬意を表します。そして、時代が
変わっても、「公共性から見た土地改良
の位置づけは常に明確にすべし」との指
摘は、土地改良の根本にかかわるものと
感じました。

宮城県　60代男性　会社員
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　国営事業地区探訪の岩手山麓農業水利
事業の記事を読ませていただきました。
　岩手山麓地区の農業と土地改良事業歴
史を読み、当時の開拓団のご苦労や岩洞
地区でのダム建設などダイナミックな事
業計画にご尽力された先人の取組みに圧
倒されるばかりです。
　学生当時、当地域の火山灰地開田事業
のため、漏水性地盤の浸透抑制を図る開
田工法（いわゆる岩大工法）が岩手大学
のグループが開発し、先生や当時の学生
が岩手山麓の現場でご苦労されたお話を
伺ったことを思い出します。
　あまたの先人の努力により、現在の岩
手山麓に広がる地域の農業が支えられて
いることに改めて思いました。
 岩手県　60代男性　地方公務員
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　土地改良対策、担い手対策、試験・研
究・普及対策、そして都道府県毎に適地
適作の個別目標を定める政策の構築は必
須だと考えます。
　平成初期から、先見の明があったほ場
の大区画化と担い手育成を組合せた事業
の創設、そして、水田の高機能化対策が
充実した整備水準を最大限発揮できる農
村振興部局の十八番（おはこ）、集大成
となる政策に違いありません。
　是が非でも成し遂げていただきたい！
　進藤先生ならではの感性で、構造改革
が遅れているといわれる悪評を、日本を
支えるのは “一次産業たる農業だ！” そ
んな気概の構築をお願いします。

山口県　60代男性　会社員
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　私から見た土地改良で、丸田代表の記
事を拝見しました。農業法人を立ち上げ
大規模稲作経営をされ新規参入時の苦労
などがとてもリアルに感じられました。
　そして、全国有数の大規模経営を達成
され、民間企業等の活躍が農業の生産に
やはり必要と感じました。
　また、高収益作物の取り組みで加工用
野菜など新たなチャレンジなどとても興
味がわきました。今後も、全国で農業に
従事し成功されている様々な方々に取材
をして読み応えのあるものにしていただ
ければと思いました。

東京都　60代男性
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ページ
アイサワ工業（株） ……………………… 39, 44
青木あすなろ建設（株） ………………… 39, 44
あおみ建設（株） ………………………… 39, 44
（株）淺沼組 ……………………………… 39, 44
（株）新井組 ……………………… 39, 41, 42, 44
（株）安藤・間 …………………………… 39, 44
岩田地崎建設（株） ……………………… 39, 44
梅林建設（株） ………………………………… 39
（株）大林組 ……………………………… 39, 44
（株）大本組 ……………………………… 39, 44
（株）奥村組 ……………………………39, 42, 44
鹿島建設（株） …………………………… 39, 44
株木建設（株） …………………… 39, 41, 42, 44
（株）クボタ ………………………………… 9, 39
（株）熊谷組 ……………………………39, 44, 73
（株）鴻池組 ………………… 39, 44, 58, 59, 76
五洋建設（株） ………………………………… 39
佐藤工業（株） …………………………… 39, 44
三幸建設工業（株） …………………………… 39
清水建設（株） …………………………… 39, 44
大成建設（株） …………………… 39, 44, 45, 70
大日本土木（株） ………………………… 39, 44
大豊建設（株） …………………………… 39, 44
（株）竹中土木 …………………… 25, 39, 44, 45
TSUCHIYA（株） …………………………… 39
鉄建建設（株） …………………………… 39, 44
東急建設（株） …………………………… 39, 44
東洋建設（株） …………………… 39, 44, 57, 59
戸田建設（株） …………………………39, 44, 45
飛島建設（株） …………………………… 39, 44
西松建設（株） …………… 3, 29, 34, 36, 39, 44
日東河川工業（株） ……………………… 39, 44
日特建設（株） …………………………… 39, 44
日本基礎技術（株） ……………………… 39, 44
日本国土開発（株） ……………………… 39, 44
（株）ピーエス三菱 …………………………… 39
（株）フジタ ……………………………… 39, 44
（株）北陽 ………………………………… 39, 44
（株）本間組 …………………………………… 39
前田建設工業（株） ……………………… 39, 44
松尾建設（株） …………………………… 39, 44
三井住友建設（株） ……………………… 39, 44
みらい建設工業（株） …………………… 39, 44
りんかい日産建設（株） ………………… 39, 44
若築建設（株） …………………………… 39, 44

P R E S E N T
愛媛 みかん ジュース、ゼリー 

詰め合わせ セット

T OW A Z U  G A T A R I

Vol. 7

能
登
半
島
地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
と
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り

い
た
し
ま
す

新
年
度
、
い
よ
い
よ
働
き
方
改
革
本
番
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
各
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、
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ま
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今
ま
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っ
た
の
か
？
実
は
高
齢
層
・
女
性
等
の
労

働
市
場
へ
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参
入
も
あ
り
実
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は
不
足
基
調
で
は
な
く
「
賃

金
よ
り
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用
」
と
い
う
三
〇
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間
だ
っ
た
、
な
の
で
株
主
も

経
営
者
も
労
組
も
労
働
生
産
性
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け
た
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資
を
敢
え

て
望
ま
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、
今
で
は
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イ
ツ
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れ
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ま
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う
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で
し
た
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い
ず
れ
に
し
て
も
異
次
元
の
効
率
化
が
待
っ
た
な
し
で

す
。
そ
し
て
、
一
旦
ス
イ
ッ
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が
入
れ
ば
日
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強
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と
信

じ
た
い
。
ダ
ム
を
リ
モ
ー
ト
で
建
設
す
る
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
技
術
や
、
身
の
回
り
で
は
会
議
や
現
場
確
認
の
リ
モ
ー
ト

化
等
、
極
め
て
広
範
な
領
域
で
の
効
率
化
が
既
に
進
ん
で
い

ま
す
が
、
今
後
益
々
加
速
し
て
い
き
そ
う
な
予
感
が
し
て
い

ま
す
。

そ
し
て
そ
う
い
っ
た
効
率
化
を
、
働
く
人
達
が
本
当
に
幸

せ
に
な
る
方
向
に
向
け
て
い
く
こ
と
が
、
人
材
の
定
着
に
繋

が
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
、
新
4
K
と
と
も
に

も
う
一
つ
の
K
「
家
庭
」
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重
要
な
キ
ー
ワ
ー
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で
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な
い

か
と
い
う
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が
し
て
い
ま
す
。
若
手
の
人
材
流
出
の
本
音
が

そ
こ
に
あ
る
ケ
ー
ス
を
随
分
見
て
き
ま
し
た
。

と
は
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え
、
生
き
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と
も
言
え
る
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現
場
」
を
抱
え
る
建

設
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の
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で
、
よ
い
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出
し
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く
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は
容
易
で

な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。
例
え
ば
、
リ
モ
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ト
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ク
や
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レ
ッ
ク
ス
タ
イ
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を
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入
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れ
ば
育
休
を
取
り
や
す
く
な
っ

た
り
単
身
赴
任
を
減
ら
せ
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
に
馴
染
ま
な
い
場
面
が
多
々
思
い
浮
か
び
ま
す
。
で
す

が
、
せ
め
て
若
い
世
代
の
声
に
常
に
耳
を
傾
け
る
と
い
う
事

だ
け
は
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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